
市民の意識調査について

Ａ.若年世代の進学・就職・結婚・出産・子育てに関する意識調査
・対象：青梅市に住む16歳から39歳までの男女2,000名（住民基本台帳より無作為抽出）
・時期：平成27年７月

Ｂ.定住・移住に関する意識調査
・対象：①平成25年４月１日以降に青梅市に転入した男女1,000名（住民基本台帳より無作為抽出）

②平成26年４月１日以降に青梅市から転出した男女1,000名（住民基本台帳より無作為抽出）
・時期：平成27年７月

Ｃ.第２９回市政世論調査
・対象：市内に居住する18歳以上の男女2,500名（住民基本台帳より無作為抽出）
・期間：平成28年６月

資料４－３

１ 居住者の意向

出展：第２９回市政世論調査（Ｃ）

(3) 住み続けたいと思わない主な理由

交通が不便である

通勤・通学に不便である

買物が不便である

公共施設が充実していない

人間関係がよくない

公害（騒音・振動・悪臭等）がある

住宅事情が悪い
道路・公園・下水道などの都市施設が

整っていない

自然環境がよくない

その他

無回答

子育てがしにくい

出展：第２９回市政世論調査（Ｃ）

今
後
も

住
み
続
け
た
い

住
み
続
け
た
い
と

思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

無
回
答

全体(1,271)

男性(543)

女性(701)

性
別

年
齢
別

18～19歳 (13)

20～29歳 (86)

30～39歳 (138)

40～49歳 (207)

50～59歳 (207)

60～69歳 (328)

70歳以上 (270)

(1) 今後の定住意向（全体、性別、年齢別）

出展：第２９回市政世論調査（Ｃ）

(2) 住み続けたい主な理由

自然環境がよい

自分の家や土地がある

長年住みなれ愛着がある

買物の便がよい

人間関係がよい

交通の便がよい

通勤・通学に便利である

医療や福祉が充実している

子育てがしやすい

公共施設が充実している

その他

無回答

道路・公園・下水道などの都市施設が
整っている
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出展：若年世代の進学・就職・結婚・出産・子育てに関する意識調査（Ａ）

(4) 若年世代が定住意向を持たない理由

買
い
物
な
ど
の
日
常
生
活
が
不
便
だ
か
ら

交
通
が
不
便
だ
か
ら

通
勤
・
通
学
に
不
便
だ
か
ら

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
近
所
づ
き
あ
い
が
な
い
か
ら

住
宅
事
情
が
悪
い
か
ら
・
手
狭
に
な
っ
た
か
ら

病
院
な
ど
の
医
療
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

子
育
て
支
援
が
十
分
で
な
い
か
ら

教
育
環
境
が
合
っ
て
い
な
い
か
ら

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
福
祉
が
行
き
届
い
て
い
な
い
か
ら

道
路
・
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
不
十
分
だ
か
ら

街
並
み
や
公
園
な
ど
の
街
の
雰
囲
気
が
よ
く
な
い
か
ら

公
共
施
設
（
図
書
館
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
美
術
館
な
ど
）
が

充
実
し
て
い
な
い
か
ら

公
害
（
騒
音
・
振
動
・
悪
臭
な
ど
）
が
気
に
な
る
か
ら

市
外
の
方
が
魅
力
的
に
思
え
る
か
ら

【居住者に関して】

「今後の定住意向（全体、性別、年齢別）」を見てみると、「全体」

では「今後も住み続けたい」が71.4％の一方で、年齢別の「20～29歳」

では「今後も住み続けたい」が「全体」と比較して15.6ポイント少なく、

「住み続けたいと思わない」が14.7ポイント多くなっています。

また、「30～39歳」でも「今後も住み続けたい」が、「全体」より

9.1ポイント少なくなっています。
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２ 転出者の意向

(1) 青梅市から転出した理由

出展：定住・移住に関する意識調査（Ｂ）

仕
事
の
都
合

（
本
人
や
家
族
を
含
む
就
職
・
転
職
・
転
勤
な
ど
）

学
校
の
都
合

（
本
人
や
家
族
を
含
む
進
学
・
転
校
な
ど
）

結
婚
の
た
め

出
産
・
子
育
て
の
た
め

家
族
か
ら
独
立
す
る
た
め

家
族
の
介
護
や
看
護
の
た
め

親
や
子
ど
も
と
同
居
・
近
居
す
る
た
め

住
宅
の
都
合
（
購
入
、
借
家
の
借
換
）

そ
の
他

無
回
答

1.9

21.2

15.1
13.9

5.4
3.9

1.2

9.7

1.8

25.9

(2) 転出先の自治体を選んだ理由

通勤・通学に都合がよいから

住宅購入費・賃料が手ごろだから

希望していた広さの住宅があったから

親や子どもの近くに住みたいから

緑・水辺などの自然環境がよいから

道路・下水道などのインフラ
が整っているから

子育て支援が充実しているから

教育環境が希望に合っているから

病院などの医療体制が
充実しているから

街並みや街の雰囲気がよいから

生涯学習・文化などの施設が
充実しているから

スポーツ環境が充実しているから

高齢者や障害者等のための
福祉が充実しているから

街が安全で、安心して
住むことができるから

その他

無回答

出展：定住・移住に関する意識調査（Ｂ）

(3) 改善すれば住みたいと思う点

出展：定住・移住に関する意識調査（Ｂ）

いまのままでも再び住みたい

買い物など、日常生活が
便利になれば住みたい

交通の便がよくなれば
住みたい

地域コミュニティが
よくなれば住みたい

病院などの医療体制が
充実すれば住みたい

子育てがしやすくなれば
住みたい

教育環境が充実すれば
住みたい

介護などの福祉が充実すれば
住みたい

市内・近郊に就業の場が
あれば住みたい

道路や下水道などのインフラが
充実すれば住みたい

街並みや街の雰囲気が
よくなれば住みたい

街の安全・安心が
向上すれば住みたい

文化施設が充実すれば
住みたい

スポーツ環境が充実すれば
住みたい

その他

無回答

街が変わっても、再び住みたい
とは思わない

【転出に関して】

「青梅市から転出した理由」を見てみると、「仕

事の都合」が最も多く、「転出先の自治体を選んだ

理由」では「通勤・通学に都合がよいから」が最も

多いことから、就職等に関連した機会に青梅市を離

れる傾向にあることが想定されます。

また、転出者に、「改善すれば住みたいと思う

点」を聞くと、「住み続けたくないと思う理由」を

反映して「交通の利便性」が最も多く、次いで買い

物環境に対する理由（「買い物などの日常生活の利

便性」・「商業などの街のにぎわい」）が多いこと

が特徴的です。
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【転入に関して】
「青梅市に転入した理由」を見てみると、「住宅の都合」が最も多く、住宅を購入する等のタ

イミングでの転居が多いことが分かります。また、「転入先に青梅市を選んだ理由」で、住宅事
情に次いで、「緑・水辺などの自然環境がよいから」という理由が多く、青梅市の豊かな自然は、
青梅市が選択される際の強みと言えます。これは、「転入者における青梅市に対する満足度」で
「緑・水辺などの自然環境」に対する満足度が最も高く72.5%もあることにも表れています。
なお、転入者についても居住者同様、「今後も住み続けたい」が76.8％と高い定住意向の結果

です。

(1) 青梅市に転入した理由

仕
事
の
都
合

（
本
人
や
家
族
を
含
む
就
職
・
転
職
・
転
勤
な
ど
）

学
校
の
都
合

（
本
人
や
家
族
を
含
む
進
学
・
転
校
な
ど
）

結
婚
の
た
め

出
産
・
子
育
て
の
た
め

家
族
か
ら
独
立
す
る
た
め

家
族
の
介
護
や
看
護
の
た
め

親
や
子
ど
も
と
同
居
・
近
居
す
る
た
め

住
宅
の
都
合
（
購
入
、
借
家
の
借
換
）

そ
の
他

無
回
答

4.5

19.3

25.8

21.2

3.12.82.5

5.9

0.8

13.9

(2) 転入先に青梅市を選んだ理由

通勤・通学に都合がよいから

住宅購入費・賃料が手ごろだから

希望していた広さの住宅があったから

親や子どもの近くに住みたいから

緑・水辺などの自然環境がよいから

道路・下水道などのインフラ
が整っているから

子育て支援が充実しているから

教育環境が希望に合っているから

病院などの医療体制が
充実しているから

街並みや街の雰囲気がよいから

生涯学習・文化などの施設が
充実しているから

スポーツ環境が充実しているから

高齢者や障害者等のための
福祉が充実しているから

街が安全で、安心して
住むことができるから

その他

無回答

(3) 転入者における青梅市に対する満足度

緑・水辺などの
自然環境

住宅条件（広さ、
日当たり、家賃など）

街並みや公園などの
街の雰囲気

買い物などの
日常生活の利便性

街の安全・安心
（防犯・防災）

道路、下水道など
インフラ整備

病院などの医療体制

図書館、美術館など
の文化施設

交通の利便性

商業などの街の
にぎわい

スポーツ環境

高齢者や障害者等の
ための福祉

地域コミュニティ・
近所づきあい

教育環境

子育て支援

満足

やや不満足

やや満足

不満足

どちらとも言えない

無回答

３ 転入者の意向

無回答
3.4%

あまり住み続けたいと
思わない
14.2%

(4) 転入者における定住意向

出展：定住・移住に関する意識調査（Ｂ）

住み続けたい
37.1%

どちらかというと
住み続けたい

39.7%

住み続けたいとは
思わない
5.7%
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